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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第３四半期累計期間
第70期

第３四半期累計期間
第69期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (千円) 5,353,746 6,193,673 7,231,454

経常利益又は経常損失(△) (千円) 55,649 △96,953 104,971

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) 45,363 △104,308 145,727

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 508,000 508,000 508,000

発行済株式総数 (千株) 2,378 2,378 2,378

純資産額 (千円) 3,438,926 3,376,064 3,539,273

総資産額 (千円) 8,664,595 8,606,342 8,507,387

１株当たり
四半期（当期）純利益金額又は
１株当たり
四半期純損失金額(△)

(円) 19.29 △44.36 61.96

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 25.00

自己資本比率 (％) 39.7 39.2 41.6

回次
第69期

第３四半期会計期間
第70期

第３四半期会計期間

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) 1.45 △9.85

(注) １．売上高には、消費税等は含まれていない。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載していない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

４．当社は四半期連結財務諸表を作成していないので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については

記載していない。

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間における、事業の内容に重要な変更はない。また、関係会社の異動はない。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はない。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものである。

　

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大により経済活動が抑制され停滞す

る中、極めて厳しい状況で推移した。経済活動の再開が段階的に進められたことに伴い足下の景気動向には持ち直

しの動きが見られたものの、新型コロナウイルス感染症収束の兆しは見えておらず、先行き不透明な状況が続いて

いる。

　当社の主な関連業界である建設及び住宅業界においては、公共投資は底堅く推移しているものの、新型コロナウ

イルス感染症の影響による工事計画の見直しや新規現場の着工延期、一時的な需要の減少など、先行きは不透明で

楽観できない状況にある。

　このような状況の中、当第３四半期累計期間の業績は、住宅鉄骨部門の製造が順調に推移した結果、売上高6,193

百万円（前年同四半期比15.7％増）と増収となった。損益面においては、仮設機材事業部門の不振により、営業損

失93百万円（前年同四半期は営業利益61百万円）、経常損失96百万円（前年同四半期は経常利益55百万円）、四半

期純損失104百万円（前年同四半期は四半期純利益45百万円）となった。

　

セグメントごとの経営成績は次のとおりである。

（仮設機材販売）

社会インフラ整備等による建設需要は持続しているものの、景気の先行きが不透明な状況の中、仮設機材リー

ス業者の購買意欲は依然として減退傾向にあり、売上高は758百万円（前年同四半期期比41.9％減）と減収となっ

た。セグメント損失は115百万円（前年同四半期はセグメント損失4百万円）となった。

（仮設機材賃貸）

経済活動の停滞により新規現場の着工が延期になるなど、軽仮設機材が低稼働で推移した結果、売上高は1,350

百万円（前年同四半期比26.6％減）となった。セグメント損失は156百万円（前年同四半期はセグメント利益56百

万円）となった。

（住宅鉄骨事業）

住宅鉄骨用部材の製造受託は新工場の生産設備及び生産要員の増強により、売上高は4,084百万円（前年同四半

期比84.9%増）と増収となった。利益面では、工場の稼働が順調に推移したことにより、セグメント利益185百万

円（前年同四半期比635.2%増）となった。

　

② 財政状態

（資産）

当第３四半期末の総資産は8,606百万円となり、前事業年度末に比べ98百万円増加した。流動資産が3,502百万

円（前事業年度末比87百万円減）、固定資産は5,103百万円（前事業年度末比186百万円増）となった。総資産の

主な増加要因は、売掛金が238百万円減少した一方、現金及び預金168百万円、貸与資産123百万円、原材料及び貯

蔵品が121百万円増加したことなどによるものである。

（負債）

　負債合計は5,230百万円となり、前事業年度末に比べ262百万円増加した。流動負債が3,800百万円（前事業年度

末比763百万円増）、固定負債が1,429百万円（前事業年度末比500百万円減）となった。負債の主な増加要因は、

長期借入金が454百万円減少した一方、短期借入金が500百万円、買掛金218百万円、支払手形が132百万円増加し

たことなどによるものである。
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（純資産）

　純資産合計は利益剰余金が163百万円減少したことなどにより3,376百万円（前事業年度末比163百万円減）とな

った。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はな

い。
　

(3) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における当社の研究開発活動に係る費用の総額は77百万円である。なお、当第３四半期累

計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はない。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,378,740 2,378,740
東京証券取引所
（市場第２部）

単元株式数は100株である。

計 2,378,740 2,378,740 － －

(注) 発行済株式のうち、663,750株は、現物出資(借入金531百万円の株式化)により発行されたものである。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項なし。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項なし。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年10月１日～
2020年12月31日

－ 2,378,740 － 508,000 － 758,543

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2020年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしている。

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 27,100 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,334,500 23,345 －

単元未満株式 普通株式 17,140 － －

発行済株式総数 2,378,740 － －

総株主の議決権 － 23,345 －

(注) 「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が、100株(議決権の数１個)含ま

れている。

② 【自己株式等】

2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

中央ビルト工業株式会社
東京都中央区日本橋
富沢町11番12号

27,100 － 27,100 1.1

計 － 27,100 － 27,100 1.1

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりである。

(1) 新任役員

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

(株)
就任年月日

取締役

監査等委員
岡本 直也

1980年

11月３日生

2010年８月 弁護士登録(第一東京弁護士会)

(注)２ －
2020年

８月７日
2010年８月 岡本政明法律事務所入所(現任)

2020年８月 当社取締役監査等委員(現任)

(注) １．取締役岡本直也は、社外取締役である。

２．任期は、2022年３月期に係る定時株主総会終結の時まで。

(2) 退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役監査等委員 岡本 政明 2020年８月７日

(3) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　男性10名 女性－名（役員のうち女性の比率－％）
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成している。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2020年10月１日から2020年12月

31日まで)及び第３四半期累計期間(2020年４月１日から2020年12月31日まで)に係る四半期財務諸表について、ＵＨＹ

東京監査法人による四半期レビューを受けている。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成していない。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(2020年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2020年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 755,506 924,180

受取手形 ※１，※２ 310,716 ※１，※２，※３ 263,048

売掛金 1,215,896 978,058

製品 785,938 795,855

仕掛品 154,082 83,203

原材料及び貯蔵品 312,581 434,438

未収入金 36,150 6,378

その他 20,785 19,047

貸倒引当金 △1,712 △1,408

流動資産合計 3,589,945 3,502,803

固定資産

有形固定資産

建物 2,067,351 2,077,692

減価償却累計額 △1,707,990 △1,735,758

建物（純額） 359,361 341,933

構築物 785,340 783,770

減価償却累計額 △611,076 △623,887

構築物（純額） 174,264 159,882

機械及び装置 1,532,426 1,453,511

減価償却累計額 △1,424,987 △1,341,967

機械及び装置（純額） 107,439 111,543

貸与資産 7,614,443 7,819,389

減価償却累計額 △6,885,418 △6,967,361

貸与資産（純額） 729,024 852,028

車両運搬具 62,668 60,158

減価償却累計額 △57,028 △55,850

車両運搬具（純額） 5,639 4,307

工具、器具及び備品 288,044 301,067

減価償却累計額 △239,849 △252,385

工具、器具及び備品（純額） 48,194 48,682

土地 3,070,361 3,070,361

リース資産 48,631 109,712

減価償却累計額 △31,006 △36,336

リース資産（純額） 17,624 73,375

有形固定資産合計 4,511,909 4,662,114

無形固定資産 23,832 31,159

投資その他の資産

投資有価証券 200 200

繰延税金資産 103,601 125,986

その他 281,498 297,796

貸倒引当金 △3,600 △13,717

投資その他の資産合計 381,699 410,265

固定資産合計 4,917,442 5,103,539

資産合計 8,507,387 8,606,342
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(単位：千円)

前事業年度
(2020年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2020年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 583,863 ※３ 716,244

買掛金 619,316 837,339

短期借入金 900,000 1,400,000

1年内返済予定の長期借入金 643,652 615,046

未払法人税等 7,463 5,398

賞与引当金 20,564 －

役員賞与引当金 30,782 6,264

その他 232,062 220,527

流動負債合計 3,037,704 3,800,820

固定負債

長期借入金 1,645,358 1,191,225

退職給付引当金 142,987 126,921

長期未払金 85,027 1,098

その他 57,036 110,212

固定負債合計 1,930,410 1,429,457

負債合計 4,968,114 5,230,278

純資産の部

株主資本

資本金 508,000 508,000

資本剰余金 758,543 758,543

利益剰余金 2,300,255 2,137,152

自己株式 △27,525 △27,632

株主資本合計 3,539,273 3,376,064

純資産合計 3,539,273 3,376,064

負債純資産合計 8,507,387 8,606,342
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 5,353,746 6,193,673

売上原価 4,594,698 5,651,725

売上総利益 759,048 541,947

販売費及び一般管理費 697,803 635,495

営業利益又は営業損失(△) 61,244 △93,547

営業外収益

受取利息及び配当金 16 2

受取地代家賃 3,493 3,493

支店移転補償金 3,000 －

雑収入 2,083 3,972

営業外収益合計 8,593 7,468

営業外費用

支払利息 11,137 9,696

雑支出 3,050 1,177

営業外費用合計 14,188 10,873

経常利益又は経常損失(△) 55,649 △96,953

特別利益

固定資産売却益 61,157 779

特別利益合計 61,157 779

特別損失

営業所閉鎖損失 4,841 －

訴訟関連損失 － 22,248

その他 4,120 －

特別損失合計 8,961 22,248

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失(△) 107,845 △118,421

法人税、住民税及び事業税 45,324 8,271

法人税等調整額 17,157 △22,385

法人税等合計 62,481 △14,113

四半期純利益又は四半期純損失（△） 45,363 △104,308
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社の有形固定資産の減価償却方法は主として定率法を採用していたが、第１四半期会計期間より定額法に変

更している。

この変更は、2020年度の設備投資計画を契機として有形固定資産の使用実態を検討した結果、今後は各設備の

稼働状況が安定的に推移すると見込まれるため、定額法による減価償却を行うことが当社の事業の実態をより適

切に反映するものと判断した。

この変更により、従来の方法と比べて、当第３四半期累計期間の営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失

はそれぞれ71,952千円減少している。

(追加情報)

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについ

て）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はな

い。

(四半期貸借対照表関係)

※１ 受取手形割引高

　 前事業年度
(2020年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2020年12月31日)

受取手形の割引高 239,276千円 195,381千円

※２ 手形債権流動化による受取手形の譲渡高及び支払留保額

　 前事業年度
(2020年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2020年12月31日)

受取手形の譲渡高 136,000千円 127,582千円

※３ 四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理している。なお、当第３

四半期会計期間末日が金融機関の休業日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四半期会計期間

末残高に含まれている。

　 前事業年度
(2020年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2020年12月31日)

受取手形 － 12,296千円

支払手形 － 138,969

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュフロー計算書は作成していない。なお、第３四半期累計期間に係

る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりである。

前第３四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

減価償却費 337,185千円 302,365千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日
定時株主総会

普通株式 58,801 25.0 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項なし。

当第３四半期累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月19日
定時株主総会

普通株式 58,794 25.0 2020年３月31日 2020年６月22日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項なし。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

仮設機材販売 仮設機材賃貸 住宅鉄骨事業

売上高

　外部顧客への売上高 1,305,502 1,839,047 2,209,196 5,353,746

計 1,305,502 1,839,047 2,209,196 5,353,746

　セグメント利益又は損失(△) △4,876 56,304 25,289 76,717

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

　報告セグメント計 76,717

　全社費用 (注) △15,473

　四半期損益計算書の営業利益 61,244

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

　

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

仮設機材販売 仮設機材賃貸 住宅鉄骨事業

売上高

　外部顧客への売上高 758,750 1,350,550 4,084,372 6,193,673

計 758,750 1,350,550 4,084,372 6,193,673

　セグメント利益又は損失(△) △115,401 △156,490 185,937 △85,954

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

　報告セグメント計 △85,954

　全社費用 (注) △7,593

　四半期損益計算書の営業損失(△) △93,547

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

　（有形固定資産の減価償却方法の変更）

当社の有形固定資産の減価償却方法は主として定率法を採用していたが、第１四半期会計期間より定額法に変

更している。

この変更は、2020年度の設備投資計画を契機として有形固定資産の使用実態を検討した結果、今後は各設備の

稼働状況が安定的に推移すると見込まれるため、定額法による減価償却を行うことが当社の事業の実態をより適

切に反映するものと判断した。

この変更により、従来の方法と比べて、当第３四半期累計期間において「仮設機材販売」で3,559千円、「仮設

機材賃貸」で55,255千円のセグメント損失が減少している。また「住宅鉄骨事業」で12,608千円のセグメント利

益が増加しており、各報告セグメントに配分していない全社費用は529千円減少している。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

項目
前第３四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は
　 １株当たり四半期純損失金額(△)

19円29銭 △44円36銭

(算定上の基礎)

四半期純利益金額又は
　 四半期純損失金額(△)(千円)

45,363 △104,308

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は
　 普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円)

45,363 △104,308

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,351 2,351

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

２ 【その他】

該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2021年２月12日

中央ビルト工業株式会社

　取 締 役 会 御中

ＵＨＹ東京監査法人

東京都品川区

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 鹿 目 達 也 ㊞

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 片 岡 嘉 徳 ㊞

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中央ビルト工業

株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの第70期事業年度の第３四半期会計期間（2020年10月１日から2020

年12月31日まで）及び第3四半期累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、中央ビルト工業株式会社の2020年12月31日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第3四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められ

なかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュ

ー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存

続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

　


